
 

 

 

 

 

 

 

  

 温かい春の気配を感じるようになり、令和６年度が終了する時期となりました。今年度もＰＴＡ

役員さんをはじめ、保護者の皆様に温かく見守りご協力いただいたおかげで、日頃の保育やすべて

の行事を無事に行うことができました。職員一同、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがと

うございました。 

 敬愛幼稚園の子どもたちは、元気で明るくのびのびとしています。幼稚園の教育目標としている

姿そのものです。子ども一人一人の１年間の成長には目を見張るものがあります。泣いてばかりの

あの子が、わがままを言っていたあの子が、恥ずかしがりのこの子が・・・どの子も少しずつ自分

の殻を破って成長してきました。まだまだ心配なところはあるかと思いますが、どうかお子さんを

信じて、見守っていただきますようお願いいたします。これからは、幼稚園で経験したことを根っ

こにして大きくたくましく成長していくことでしょう。年長さんは卒園となり、新たなステージに

向かいます。忙しい毎日ですが、子どもに目をかけ、手をかけ、愛情をかけて温かく包み込んであ

げてください。私たち職員もお子さんの成長を心より祈っております。 

今年度、短大と合同で絵本の読み聞かせの研究をしております。そのため、論文に絵本の読み聞

かせの際の子どもたちの発言を個人が特定できない形で使用させていただきますので、ご承知おき

ください。ご不明な点は園長までお尋ねください。 

長年幼稚園の運動遊びを担当してくださった名和恵子先生が今年度で終了となります。大変お世

話になり、ありがとうございました。課外の新体操は引き続き行います。 

また、預かり保育を担当していた中村由美先生は、体調不良のため２月末で退職することになり

ましたので、お知らせいたします。                   園長 和田 由美 

 

 今 月 の ね ら い 今 月 の う た  

年 少 
・一人一人がのびのびと活動し、小グループでの遊びを楽しむ 

・自分でできるようになったことに自信を持ち、進級への期待

をもつ 

はるがきた 

うれしいひなまつり 

年 中 
・意見を伝えあいながら、グループでの遊びを存分に楽しむ 

・年長組になる喜びと期待をもち、いろいろな活動に意欲的に 

取り組む 

はるがきた 

ともだちになるために 

年 長 

・卒園式までの見通しをもち、意欲的に遊びや活動に参加する 

・最後の園生活を存分に楽しみ、就学への期待を高める 

世界がひとつになるまで 

ありがとう こころをこめて 
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R7.3.１  認定こども園 敬愛短期大学附属幼稚園 

 

 

 

 

こどもの姿から・・・  幼稚園の廊下を歩いていると、どこからともなく「園長先

生！」と声がかかることが多くなりました。振り返ると子どもたちが「あのね・・・」と

いって自分の思っていることを一生懸命に伝えようとしてくれます。年長さんは話

がまとまっていてとても分かり易いのですが、年少やたんぽぽ組さんは何を言って

いるか理解するのも難しいことがあります。しかし、伝えたいという思いがあるのは

わかります。今は、その気持ちを受け止めることが大切だと感じています。 


